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撮影 平成17年1月

牛久自然観察の森

10月下旬テレビのアンテナ、電線などで尾を振りながら「ヒッヒッヒッ・・・」と周期的にやって来て鳴く、スズメ位の大きさの鳥です。夏はサハリンやシベリアで子育てを行い、越冬のために日本にやって来ます。木の実や昆虫を食し、メス、オスそれぞれの縄張りをもち、その獲得のために同じ場所を朝から晩まで周期的に廻って縄張りを確立します。燈色の胸と翼の白斑が目立つ小鳥で、オスは頭部が銀髪と黒い頭が、メスは全体的に灰褐色がかっているのが特徴。漢字では「尉鶲」となり、尉は老人の意で頭の色を銀髪になぞらえ、また、鶲（ヒタキ）は火打ち石を打ち合わすような小さな声で鳴く鳥の総称で、その合成語。つぶらな瞳と律儀的なしぐさから多くのバードウォッチャーの人気の鳥になっております。

写真と文　黒澤　智


第11回　　　《４ブロック　５７区、６５区 》　                  　根本信二


　龍ヶ崎市街地北東部に卸売り市場があります。そこから東の方向を望むと龍ヶ崎飛行場があります。その２地点を通過するように流れている大正堀川。私の調査区、５７区、６５区は、市場と飛行場の真ん中に位置し、大正堀のほぼ南側に南北に接する２区です。

　５７区は水田が殆どで、民家は地図内に数軒なので、ルート設定は農地域だけの舗装農道を直進
龍ヶ崎の鳥
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シリーズ、私のMKK、地区の紹介





























